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v)  

ず
る
と
は
限
ら
な
い
し
叉
敗
扩
の
人
パ
と
央
業
者
の
多
霖
と
ぱ
^

> .
し
も
同
一
方
向
に
變
動
す
る
，と
も
限
ら
な
v>
で
あ
，ら
ぅ
。

r

く
の
A
き
各
種
の
招
，扩
文
は
勢
力
は
私
を
じ
て
言
は
し
む
れ
ぼ
則
ち
經
濟
•理
論
上
^
件 

<  
與
件
で-

る•
あ
が
故
に.
、
反
面
に
■於
て
 ̂

作

件

で

受)

.
と
し
：て
考
へ
得
る
も.
の

で

參V
、
、

そ
れ
t
,

の
，與
件
の
^ /
用
を
取
入
'れ
て
、.

即
ち
勢
力
.の
作
用
を
取
人
れ
て
經
濟
現 

，
象
，
を

說

明

す

る

所

の

經

濟

’の
勢
力
理
論
と
そ
、
效
用
现
論
の
第一

1

次
接
近
た
る
實
質
を
有
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
れ
るO

そ
叶
は
勢 

カ
關
係
と
し
，て
價
格
を
理
解
す
る
立
場
■に
秦
杈
る
唯
一
の
も
'Q

で
あ
る
と
思
は
れ
るo

而
し
て
そ
れ
は
同
時
4
べ.
丨
ム
の
I

f

現 

代
的
に
活
か
す
所
の
勢
力
と
法
則
め
統.一

の
理
論
た
ト
得
る
も
の
‘で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
パ
。 

，

,
 

.
'而
し
て
此
立
場
こ
そ
は
上
に
説.
明
し
た
博
ナ
の
第
五
諭
に
展
開
せ
，ら
れ
た
る
/所
の
勢
ガ
理
論
と
し
て
の
統
制
經
濟
並
び
に
阈
家
經 

濟
.

^
び
t

fe
紅
濟
へ
通
ず
‘る
も
の
と
患
は
れ
る
る
6

薇
し
國
絮
經.
濟
も
統
制
&
濟
-̂
そ

れ

^

^

純

形

式

的

に

は

從

來

の

市

場

の

掩

.̂ 

の
與
件
を
變
班
し.

設

宛

し

翁

ら
.1.
き
勢
カ
關
係
令
；生
み
出
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
0
而
し
て
そ
^

は
勢
* .
關
•系
がp

 

全
兢
爭
を
許
す
形-
に
於
.て

作

用

せ

る

自

由

競

，

の

市

場

理

論

よ

り

•進

ん

で

、

勢
カ
關
係
が
市
場
機
糨
を
變
革
し
、
諸
種
の
轍
占
關
係

を
 

蒙

、
國
象
的
統
制
の
姿
文
生
ん
で.
き
產
實
の
經
濟
の
變
容
§

論
f

資
f

持
ち
得
る
の
，で
ざ
るO

而
し
で
私
自
身
此
途
に
よ 

,
つ
て
現.
,f t
統
制
經
•
濟
の
理
論
を
立
て
よ
ぅ
と
努
め
つ
、
あ
f

の
で
あ
り
、
本
誌
に
鶬
匕
發
表
し
た一

論
文C

「

經
濟
理
論
と.
統
制
經
濟」 

—

:
昭
和
十
<
印
十
: :
月
號
|

)

は
其
途
へ
の
初
步
的
な
試
み.
で
耖
つ
た
0'
擱
筆
す
る
に
當
つ.
て
、
良
田
勝
土
の「

勢
力
說
し
樹
立
へ 

の
捣
ま
ざ.
る
努
カ
が
絍
荠
の
‘蒙
を
啓
き
、
硏
究
へ
，の
好
き
刺
戟
と
*

れ
を
こ
，と.
に
就
て
感
謝
!o '
意
を
表
す
る
。
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鹽
ぃ
今

日

一

一つ
の
意
味
に
於
て
極
めy

重
要
で
あ
る
。
、
一
は
人
類
の
絕
對
的
傅
統
的
な
生
活
、翁
品
と
し
'
て
、
他
は
近
代
北
學
エ
業

の
莪
礎
原
料
，と
し
て
。 
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本
#

は
こ
.の
や
ヶ
な
鹽
の
重
要
性
上
現
下
の
變
轉
極
り
な
き
國
際
情
勢
に
鑑
み
て
M

共
榮
圈
内
に
於
け
る
鹽
資
源
の
急
速
.な
自
給 

を
足
.巡
し
國
策
に
資
す
る
问
的
を
以
て
も
の
さ
^

た
も
^

で
あ
- ^

即
ち
ぷ
の
共
榮
圈
內
の
贩
資
源
確
立
に
I

f

、
中

國

鹽

業

の
: ^
負
 

•
々
ふ
飢
齡
ば
日
^ ^
^ -

揲

が

先

驅-

^

^
最

ル

钊

目

期

待

し

得

ー

る

紀

啟

本

あ

名

ぽ

贫

が

ば

办

^

>;.
め

：歡

那

鹽

業

を

見

嚴

_

II
V
;_

>:
>_

^ .
7_
_
i

改,

の

憧.
輪

歡

狐

_

に

淹

吟

•
と
の
坐
齡
分
野
か
，ら
も
':
中
國
各
地
(0
鹽
業
事
情」

を
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
が
本
搭
の
第
ー.
の
課
腿
で
あ
る
9

'
■>
;
 

•
-•
b
か
し
鹽
は
中
國
に
と
つ
て
特
殊
な
脑
史
的
賢
味
を
有
す
る"

.「

中

國

鹽

制

は

中

國

内

政

問

題

，
の

ぅ

ち

重

，要

視
さ
れ
る
も
の
で
• 

'そ: 

-
れ
は
單
に
、

「

財
政
制
度J  Q

：

上
か
'ら
注
目
さ
-̂
る
の
'
‘み
で
故
ぐ
、
鹽
の
必
需
性
'か
ら
し
て <-

中
國
民
衆
の
生
活
問
題」

，と
し.
て
深
く
そ
'の
表 

裏
を
探
究
す
る
乙
と
が
、
新
生
吏
那.
へ
の
®
出
發
に
は
肝
要
な
こ
と
の
,
ぅ
に
思
は
れ
る
9「

王
韻
の
盛
響
ト
す
る」

と
'ま
で
い
は
れ 

を
だ_

故
''
へ
_

の
：癌
ど.
里
ざ
^ :
务
1
_̂

» '
取_

^ ;
:
8
1
^
#
ぞ—

：
,

|
£
的
勢
カ
5
1 ;
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V 

.
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S

J
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一
六
？

の

「

促

廉

に

し

て

圆

滑

な

る

配

給

」

を

阢

碍

す

石

も

の

、

本

質

を

知

る

こ

と

、

こ
.れ

が

本

*
■
の

課

題

の

第

二

で

あ

る

。

• 

■ •

:-
戴
|
3
&
乾
歷
へ
^ :_
_
.

:
無

1謹

V

聽

黉
_

;
:

附
錄
中,

那
咛
據
地
養
ぬ
菸
け
ふ
：馨

め

：抵
況
祆
諸
篇
ょ
妒
成
り
、

:'
-
:
:卷
末̂

表
印_

、

#:

る

文

献

一

遭

が

附

し

て

あ

る

。
‘ 

:

. 

.

A

ソ

先

：タ

序

說

も

於

で

,

_

(

の

用

寒

、
製

造

^
霞

&

趕

職

畤

鹽

業

政

策

§

概

略

：が

，拔:'
«

;

み

オ

で

も

な

<

鹽

分

は

人

體

の

構

成

要

素
 

を

な

し

*

そ

の

補

給

が

な

け

れ

ば

坐

命

を

保

ち

得

ず

、

從

っ

，て

鹽

は

榮

養

素

と

し

て

生

理

的

.に

不

可

缺

で

.
あ

り

、

同

時

に

調

味

、
防

腐

、

の.
探
本
的
原
料
と
レ
て
の
新
な
鹽
の
使
用
價
値
を
歴
史
、的
に
發
見
，し
、
こ
の
產
業
に
於
て
鹽
は
恰
も
機
械.
エ
業
に
於
け
る
鐵.
と
.同
樣
に 

亂
要
で
あ
っ
て「

躐
を
制
す
る
も-
の
は
佌
界
を
制
す
る」

と
い
は
れ
，るo..
日
本
は
之
等
化
學
エ
業
鹽
の
全
、部
を
海
外
に
仰
い
で
.ゐ
る
が
、-
 

,
» ;
の
汍
5 :
^
ゆ

ナ
->
^
丨.
：ム

を

歡

：す
务
曹
達
-[
*
燊
に
向
け_

、.
此_
の
曹
達_

.る

化

學

工

業

に

必

要

氮

も

.の

で

、

ど

り

わ

け

世

界

的

に

宿

名

ぶ

我

國

の

硝

子

工

業

及

.び

人

絹

火

織

工

業

に

は

曹

達

、

#

性

曹

達

が

主

粟
 

乾

撕

と

森

る

涵

贫

が

る

^

ぞ

し

灰

參

達

灰

消

費

吃

敗

義

以

^

が

硝

子

尤

業

恥

ー

に

消

費

ぎ

れ

孓
 

• 

_

絲

精

練

贫

_

巷

-

_

に
：用

：队

：藝

.

.

_

に

||
-

; *
ぱ

:;
1
1
:
援

用

途

％

‘

て
；或

び

：は

合
物
と
し
て
幾
百
の
化
學
藥
品
と
な
る
。
そ
し
て
そ.
の
製
品
は
パ
ル
プ
工
業.

冶
金
工
業
、■
油

脂

工

業

、

染

料

合

、成

，
エ

.
業
、：塗
料
エ
業
、
 

凛

甶

用

に

使

_
_

晴
^ '
:::し
,

の# '
;
'な
:&
彦

«

戰_

化_
_

器
&
出

瑰^
^

.
〇

％

以

上

は

直

接

、
.
間

接

鹽

素

杧

依

存

1

て

ゐ

る

.の

だ

.か

ち

興

の

軍

事

的

意

義

極

め

て

大

で

，ぁ

る

？

，

こ.
の
や
ぅ
れ
躐
の
近
代
經
濟
に
占
め
る
意
義
の
著
大
な
る
に
も
拘
ら
ず
、，‘
‘日
本
は
世
界
總
產
額
の
僅
か
三
^
未
滿
を
靡
す
、る
に
過
ぎ 

ず
、
，急
增
し
つ
、
ぁ
る
鹽
需
宴
を
充
足
す
る
に
年
々
莫
大
な
鹽
を
輸
人
じ
な
け
れ
ば
な
ち
な
か
つ
た.
0
然

も

昍

和

一
1
0年
度

の

鹽

素

需
 

、
要

箭

は

三

ニ

〇
0
千
^
と
报
，定
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
を
充
见
す
る
爲.
に
は
從
來
の
如
く
北
ナN

リ
ヵ
、
ョ
ー
，/p
ノ

。
ハ
、

サ

メ

 

9
力
等

の

遠

海

鹽

に

賴

る

こ

と

は

全

く

不

可

能

な

る

と

共

に

、

化

學

エ

業

の

^

礎

说

料

が

こ

の

や

ぅ

1C
.
外

國

に

依

^

す

る

こ

と
^ '
到

底

許

さ

れ
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■
•

^

^
儀

^

^
餅

_

_

_
蒗

わ
^ :
菩

::
«

勝

諫

ま
* -
ぬ

这

_

«

名
^ ;
歌

淡

嫁
^ ^
^

.
開

發

可

能

な

鹽

資

源

が

莫

呔

y
#

往

し

’て

^ .
る

故

.に

、

適

.切

な

統

制

經

濟

の

運

用

に

ょ

れ

ば

、

.將

來

共

榮

圈

内

の

自

給

は

易

々

た

る

も
 

，
の

，が

ぁ

り

"

右

^

如

き

，激

資

源<7
>

贫

别

は

淑

る
\ *
に

足

.ら
ぬ
で
ぁ
ら
ぅ
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^
て
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^

:

:財

猶

を

鹽

專
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:

杧
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爹
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#
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製
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業
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保
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l
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間
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て
ー
麵

會

政

策

的

見

地

择

^

つ̂

顏

賣

靡

.

.急

激

な

發

達

を

と

げ

た

我

が

阈

民

經

濟

の

■
一
 

環

，だ

石

化

學

X -
業

の

■
原
料
と
し
て
の

'見

地
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ら

問
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が

取

上

げ
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る

°
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ち

{
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。
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茫
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澤
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又
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■
保

デ

魔.
攝

妒

ら

關

親te
移

し*

賢

セ

鹽_

め

虑

分

權1
 

'債

：
の
.
凍

飆

あ

受

け
.
ず

：鄭

ち
_

務

；
に

當

る

ど

織

、
耜

;̂
だ
：
。

「

ぎ

聲

糟̂

府
は
闕
權
囘
復
の
一
と
I
て
誇.
つ
た
。 

.

ノ

. 

.

.
?.
.
.

然
し
鹽
税
谈
關
税
に
次
ぐ
支
那
政
府
の
重
要
な
財
源
で
あ.
り
、
そ
の
税
率
は
複
雜
無.
秩
序
苟
酷
で
あ
つ-
て
、
鹽
税.
の
均.
一
化
と
輕«

、.
と
：は«

に
政_

の
；標

.»
す
^
所
，：で
办
^
亦
壞
择
に
實
璘
さ
；4
;«
'-
ぃ
.?.
、先
づ
酸
«
^
均
1:
:̂ 

•
亦
分
權
的
色
彩
が
爹
®
'-e
中
央
の
®]

•'.. 1

:®
屬

观_

p
_

.v
>
就

：■
の

現
.*
:.

:#
K
 は
、
一

上
げ
の
結
果
招
為
’さ
れ
る
私
鹽
の
横
行
を
防
止
す
る
瞥
察
の
な
い
狀
態
'で
は
遇
だ
囤
難
で
'あ
る
0
鹽
税
輕
減
に
つ
い
て
妹
關
税
、
鹽
«_
、.

:
« :
« ,
のu

i

補

揭

麗

を

：

財

政

收

人

：堂
 

_

_

が

將

來1 :
;
#
5
^
茧
義
ゅ
祖
税
體
蒗
私
造
進
展
し
V 

人
ノ 

:
;の

.»
要

性

が

械

：じ
&
ぃ_

り
-%
税

寧

ぬ̂

^

'
る*
撤

:̂
沛
«

の
：̂:
ハ
.
；八̂
を
^

敗.
る.
と
^
は

得.
彭
那.
マ̂

.
の
み
支
へ
ら
れ
る
。 

■ 

,

■

銳_

»

政

艱
_

れ_

_

醫

：に
:%
:
現
：
_

队
’
；
：
低

絕

機

在

龁

我

歲

%

し

衫

漆

ギ

賢

鹽
；̂:
» '
:
:保
ず
る
嶽_
:
鹽
办
« :._

輸
柙
ゼ
|
€
で
；
_

タ

其

め

ん
_

_

讓
« :
の»

槲_

€
:

れ
家
:̂

有
樣
で
ぁ
る
。
そ
の
結
艰
、
近
年.
に
至
り
、
過
剩
鹽
の
國
外
輸
出
を
寧
ろ
獎
勵
す
4
き
で
ぁ_
る
と
な
し
，、輸
出
入
禁
止
政
策
を
放
棄
-1
.、 

税
1
徽

馨

じ

餘

紮

か

_

證
明
S

1 -
出
：
_

證

中

：
る

者
■_

^ ;
;
:ー« ._

輸
部
虹
許
着_
^
 ̂

醫

へ〉

'-,
-
へ」 

t
應
允
數
史
岑_

ー
、
吏

喊

鹽

制
^
於

き_

_

政_

義
と
ぼ
，：* ;
0 .
:
«_

^

■

驗

、
簾

_
洛

张® ;
m'
:_

#
f>
:_

餐

耀
^

^

_

餅
主
嫌

_

处雀
：眞

货

が

る;0
4
枚

續

表

ぜ

：發« :
:
膽_

* ;
の
進#
發_

灰_

« :
し

雛_

取_

_

出_

_

_
寶

商

：ゆ

獨̂:
補

潤

を

與

べ̂_

費_

■

突
^i

鑛

等
_
_

繁,

應
■
■
裏
取_

お_

苌
額
*

顏

藥

^
凓
ゲ

:駐
■
寒

冬

細
|

^

(

歡_

衡

米^
#

僚
£
;#
'_

识_

_

騰
|
|_

連
-

ヵ
：

)

ば

展

乍&:
ぬ

^

證
« '
:

め
：刺̂

械

繼_

_

_

外

國
■
■#
1
:_

顏

っ
$
:_

&_

容_

ー

〗

殷

め_

_

性

を_

興
^

一

」

■

敗.
^

务̂
歡

,

游

务

職
 g_

:f
e

^
_

» '
1i :
;

■
勸—

m ;
霞
品

藤
^̂

力
、
土
'齋
資
本
、
外
國
資
本
に
ょ
つ
て
搾
取_
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
？
鹽
税
收
入
は
近
年
頓
に
增
加
1;
つ
、
ぁ
つ
た
が
、
そ
の
主
な
る
原
因 

は
鹽
制
整
備
し
、
從
來
の
樹
鹽
税
收
入
官
吏
淸
服
部
分
、
中
問
商
人
の
不
法
利
得
の
多
く
が
中
央
政
府
に
吸
收
，さ
れ
た
爲
で
ぁ
つ
て
、 

交
那
大
衆
の
鹽
税
過
逭
負
擔
と
い
ふ
戕
本
的
形
態
讨
依
然
改
め
ら
れ
で
ゐ
な
い
。

• 

■ - 
• 

,
.

?
::
::
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_

_

«:
:
要_

鍛

區

肌

_

_

_

で

« :
«

上
：
：觀

霧
_

滌
戰
の
_

_

.
:集
の

：拔

術

拥

經

濟

的

尚

^
囀
如
謙
蓮
通
务
が
き
如
を 

《
：：；

ゾ
一'./;.
.
.
.:，'

k

爾

藤

：と
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.
長
^
鹽
、
山
東
、
跟
池
鹽
が
，坐
^ '
量
か
’ら
'

%
、
,0
本
#
^
の

點

か

ら

も

最

も

重

耍

で

あ

る

，が

、
こ

、

で

は

主

と

し

て

そ

.
め

終

營

面

を

見 

る
こ
と
に
す
る
。 

：

■ 

,
 

/ 

• 

' 

- 

,

.

長

麗

蝎

は

北

は

河

北

省

山

海

斷

か

ら

帘

蝴

贫

啊

，々

ロ

<0-,
山
東
贫
境
に
至
名
臨
揄
、
樂
亭
，、
灤
州
' 
罄
潤T

滄
州
、
1
山
、
密
河
、

-

天
津
^
^
縣
，の»

邊
に
あ
つ
て
そ
の_
海
岸
線
の
延
長
诚
四
0
〇
籽
に
奢
し
"

現
在
で
は
鳖
脉
V
茼
臺
の
ゴ
場
於
け
が
淺
0
て.
ゐ
る
0
:
鹽 

の
坐
逾
は
鹽
灕
地
、盤
の
良
否
、
位
®

作
業
教
の
技
能
の
巧
拙
、
更
天
日
製
鹽
の
場
合
天
候
に
*支
配
さ
れ
る
こ
と
極
め
て
大
な
の
で
あ 

る^

、長
背
1.
帶
は
極
め
て
；大
候
東
惠
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
生
葙
制
眼
の
撤
廢
、、合
理
的
經
--
#
に

依

つ

て

垒

能

カ

を

發

揮

さ

，せ
、
る

と

き

は

金 

i

乂
鹽w

‘中
最
も
成
績
皮
い
鹽
場
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
Q
然
じ
こ
i
で
も
鹽
税
の
高
率
、
■輸
出
輯
止
ハ
生
產
制
限
が
天
；日
製
鹽
業
の
發
達
を 

阻
t

て

埘

齑

及

品

質

改

，瞽

に

殆

，ん

ど

考

慮

，が

拂

は

れ

て

ゐ

な

い

。

長

苒

で

は

鹽

灘

の

.r

經〔

營

單

肊

の

面

稹

を
;•
副

又

は*.
.
副

灘

と

い 

ふ
が
之
讨
怡
も
内
地
鹽
田
0
_
一
 
.
鹽
戶
に
當
る
も
の
で.
あ
つ
で
普
涌
*
數
爸
表
承
す
る
に
用
认
ら
れ
、«

に
大
、
中
、
小
の
區
別
が
あ
り
長 

苈
の
習
憤
上I  
o
o
〇
畝
以
上C

支
那
の
一,

は
バ
。
一
ァ
ー
ル
0
の
も
の
を
大
副
灘
、
五
〇
〇
畝
以
上.
ー
〇
0
〇

畝

未

滿

か

も

の

を

，
中

副 

‘灘
と
，し
、
五
〇
〇
献
朱
滿
を
小
副
灕
と
し
そ.
ゐ
る
。
、鹽1

：

新
設
築
造
費
は
，一
町.
步.
當
り
大
灕
ニ
九
三
圆
、
巾
灕.
三
1
0 '
個

；

ル
^

调
四 

-
五
圆
で
大
體
に
於
て
キ
規
模
な
方
が
布
科
で
あ
る
ゥ
土
人
の
鹽
灕
は
製
鹽
業
者一

人
で
副
を
經
營
す
る
の
が
普
通
だ.
が
、稀
|̂
'
は一

人 

で一 .:r‘

三
副
乃
至.一

〇
副
を
經
營
す
る
も
の
が
あ
り
：1
こ
の
他
に
#
社
t
は
永
利
公
同
が.

i

刷

、

久

大

公

司

が

四

副

を

經

營

す

^

.0
天 

ロ
鹽
绀
靡
费S

鹽
17
1
•
の
^
否
、ik

候
、勞
銀
等
に
ょ
り
異
り
、豐
间
に
ょ
り
蕃
し
い
變
動
を
生
じ
、
加
之
經
營
敦
の
機
密
に
屬
し
外
部
に

發
表
を
•菊

し

控

r

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
大
體
一
瓲
當
り 
一- 
O

O

O
M

,

—
1

1
AV

〇
〇
厘
の
間
で
あ
る
。生
^

费
中
勞
鈒
-

が
壓
闽
的
な
割.
合
を

.. 一-. 

.. 

:■,- 

.  ,
■
■ 

■ 

■ 
■ 
■ 
■ 

■ 

■ 
- 
- 

, 

.

.

.

.

.

古
め
，

〔

或
例
で
は
九
三
^
、
叉
或
例.
で
は
金
利
を
見
て
七一

涔
に
達
し•
、
然
も
其
め
一
人
當
り
賃
鈒
は
極
め
て
偁
廉
で
あ
る
^

桥
多
い
エ 

人
頭(

把
頭〕

で
も
期
祖0

1

四

〇

.0)

計
ニ
一 
六
圓
で
、
こ'れ
が
製
鹽
勞
働
^
が
望
み
得
る
最
高
の
妆
人
で
ぁ
り
、
繁
忙
期
旎
ほ
^
瞼
ひ
入

■れ
る
短
期
1
4
は
ー
日
傲
か
〇
*.
三
ニ
五
圆
で
あ
つ
て
、
斯
る
安
價
な
努
働
ヵ
に
ょ
り
長
篮
鹽
は
安
く
生
齑
さ
れ
て
居
る
，譯
で
あ
る
. °

;
:
:-;
11
|:
:東
嘗
_̂

あ
聚,
_

^
東
鹽_

^ :
:
4
^
^

•

も
の
は
ド
ィ
グ
租
借
地
た
名
關
係
上(

靑
島
鹽)

汊
、
或
^
の
は
土
服
磽
确
ぬ
爲
無
税
叉
は
.税
率
輕
か
妓
し
爲
に
發
達
し
多
く
我
國
輸
出 

向
と
し
で
生
產
ざ
れ
、.
靑
島.
に
は
R
本
人
企
業
家
が
簇
出
し
我
國
‘の
靑
島
鹽
I
獎
勵
政
策
と
相
待
つ
て
.今
日
の
盛
大
を
致
し
た
と
い
は 

,

れ
る
。
そ
し
て
課
税
の
企
て
あ
る
每
に
製
鹽
者
れ
激
烈
、な
反
對
を
招
き
、
屢
々
失
敗
に
終
つ
だ
後
、
民
阈 

一
ニ
，年

三

月

徵

税

が

遂

に

實

■-
.
'■'^ •

レ
务
■

島
究
^-
副
％
靡.
叉
謂.
修
鬼..ー
：
德

餘

氧

衡

の

滴

齡

兔

^
、4
副

撕

卖
^

普
通
五
〇
餘
畝
を
内
め
る
が
、
小
さ
な
副
斗
子
で
は
兰
0
餘
献
1で
あ
る
。
現
布
使
用
中
の
鹽
田
の
副
斗
子
は
一
九
九
五
付
一
通
半
で
あ
.る

..  

■ !■
 

• 

I 

: 
•
 
.
 

I

.
が
、
，
そ

の

中

七

〇

六

.
副
斗
子
は
永
裕
公
同
の
所
有
で
>
そ

の

中

五

〕

洛

副

斗

子

を

自

營

し

、殘

り
の

 
'一
九
〇
副
斗
子
を
小
作
に
貸
與
し
て
ゐ 

る
。
土
人
鹽
IJ
J
は 
一•

ー
叭
九
副
斗
子
一
通
半
で
一
人
で
一
副
斗
子
ト
數
斗
子
を.
主
と
し
て
自
作
使
用
す-
る
0
個

人
. ^
營

の

小

規

模

な

も
 

の
は
家
族
自
ら
製
鹽
^1
業
に.
，
從

事

し
.
'
繁
忙
の
時
に
臨
時
に
所
要
ん
夫
を
雇
入
れ
る
\>
*
比
較
的
大
規.
傲
の
も
の
或
ひ
は
財
麻
家
の
經
營.

:;
;
^
:̂
紀

か

は̂

^
貧_

添_

支

ぉ

酿
_
:
懷
霧
釔
焦
期
爽
ぼ
臨
_
親
廉
朦
1>
'::
鳴
製_

し.
ヤ
^

有
の
も
の
ぼ
徵
®

代
に
觀
造-

れ
て
土
地
購
入
费
は
不
要
で
あ
つ
ハ
計
り
，で
な
く
海
麻•
災
害
少
き
睦
手
に
仟
•»
に
鹽
m
を
開
設
し
た 

，
の

で

鹽

旧

贤

搜

費

は

實

^
人
央
費(

勞
銀〕

で
取
り
、之
も
哿
通
勞
鍬
ょ
り
遙
か
に.
低
廉
で
あ
つ
'
た
。
或
例
で
は
••
:
副
斗
子
一
八
九
•三
八 

元
で.
竣
2
し
て
ゐ
る
が
：、
最
高
三
〇
0 -
元
內
外
と
考
へ
ら
れ
る
-0
然
し
日
本
人_

造

鹽

田

は

沖

合

に

進

出

し

、
外

提

に

，は

多

1

の
石
材
を 

.
使
用
し
た
の
み
な
ら
ず
銀
價
が
昂
臌
し
築
造
費
は
冬_

に
上
つ
た
"
運1

：

资
本
と
•
な
る
べ
き
も
の
は
鹽
Ef
i
修现費、鹽夫賃食费等 

努
銀
が
--
IV•

念
•も
の
で
あ

る

。

It-
rn
變

ば

政

裕

公
WJ
並
に
資
力
あ
る
僩
ん
#

取
者
は
i

資
本
^
自
0
で
支
辨
し
て
製
鹽
す
る
の
だ
が 

■
資

本

，の

な

い

製

鹽

者

の

大
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右
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績
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め
^
隱
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が
ら
生
糜
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が
增
加
し
な
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は
全
く
文
化
環
境.
た
る
鹽
制
に
於
け
る
財
政
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_義
と
鹽
商
ポ
そ
の
鉴
本
的
障
寄
を
教
す
も
の
だ
か
ら
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に
於
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之
を
排
除
し
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鹽
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の
促
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新
し
い
鄭
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携
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榮
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